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【要旨】 
 
冬期道路機能の計測・評価を効果的に実施するためには、昨今導入・実施が進められている政策評価や道路事

業評価の仕組みを十分に理解し、マネジメントの概念を導入することが極めて重要と考えられる。 
そのため、本研究では、ニュー・パブリックマネジメントなど諸外国での行政運営理論の実践状況を調査する

とともに、我が国における政策評価や道路行政マネジメントの現状を整理し、今後に向けての考え方を取りまと

めるものである。 
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1． はじめに 
 近年、効率的・効果的な行政運営が強く要請され

ている。行政の効率化は、我が国に限らず諸各国に

おける共通の課題として、古くから認識されてきた。

その効率化に向けた取り組みの一つとして、1980 年
代より、「ニュー・パブリックマネジメント（NPM）」
1)と呼ばれる行政運営理論が導入されるようになっ

た。NPM の特徴は、「民間企業で培われてきたアウ

トプット/アウトカムに基づくマネジメント手法を、

公的部門の管理手法に導入し、公的部門の効率化・

パフォーマンスの改善を図ること」と定義される 2)。

本研究では、道路行政におけるマネジメント手法に

着目し、マネジメント先進国である米国、英国等の

現状を整理しながら、我が国の現状と今後の方向性

について、取りまとめを行った。 
 
2． 既往の取組に関する調査 
 米国では、政府業績結果法（GPRA：Government 
Performance& Results Act of 1993）に基づき、各省庁

は、まず①省全体の戦略を定めた『戦略計画』を作

成し達成すべき戦略目標を明確にする。次に、この

戦略計画を基に②年度毎の『業績計画』を作成し、

戦略目標の達成に向けた業績目標と業績指標を設定

する。そして③各年度の終了時に業績指標（アウト

カム指標）を用いてその業績が測定され、施策等の

改善に活用する旨のプロセスが定められている 3)。 
例えば、連邦交通省（Department of Transportation）

では、「迅速、安全、効率的、利用しやすく便利な交

通システムの確立」というミッション 4)のもとに 5
カ年の戦略目標（安全、渋滞の現象、世界との接続

性、環境への責務、セキュリティ）を掲げ 5)、業績

目標と業績指標の下、年度毎に報告書 6)を作成し省

全体のマネジメントを行なっている。 
また、英国では、交通省（Department for Transport）

が戦略計画 7)の策定と年間レポート 8)の作成を行い、

「ミッション及び目標を定めて事業を計画・執行し、

その結果をアウトカム指標により評価する」ことが

定められており、米国と同様の枠組みを有する。 
一方、我が国では、類似の概念として、公共事業

評価の経済効果の測定や事務事業評価などにおいて

取り組まれてきた 9)。特に、公共事業については、

「経済財政運営と構造改革に関する基本方針 2002」
10)において、「計画策定の重点を（略）従来の「事業

量」から計画によって達成することを目指す成果に
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すべき」と規定される等、事業実施によってどのよ

うな成果が得られるかを重視する方針が示された。 
このような状況下、道路行政においては「国民の

視点に立ち、より効果的、効率的かつ透明性の高い

道路行政へと転換を図る」ため、事前に数値目標を

設定し（Plan）、施策・事業を実施（Do）、達成度の

評価（Check）を次の行政運営に反映（Action）する

「道路行政マネジメント」11)の取組が平成 15 年度よ

り導入されている。具体的には、①業績計画書 12)に

おいてプロセスを明確化、②成果を表す指標（アウ

トカム指標）を用いて事前に数値目標を設定、③成

果を意識した施策・事業を実施して、達成度報告書

で達成度を評価公表、④評価結果を次の行政運営に

反映する、旨のPDCAサイクルにより構成されている

（図-1）。 

 

3． 冬期道路管理の業績測定について 

3.1 各国における取組の現状と課題 

 これまで述べてきたように、今日の道路行政では、

マネジメントサイクルにより事業が実施されており、

冬期道路管理を行う上でも、その業績を測定

（Performance Measurement）し、達成度を評価しな

がら次の冬期道路管理に反映する等のマネジメント

サイクルが有効と考えられる。しかしながら、冬期

道路管理の現状では、凍結防止剤散布量や冬期通行

止め時間などの幾つかの指標を対象として、単に実

績を表すにとどまり、コストや事業実施による効果

の面からは検証されていない。 

 これに関連して、冬期道路管理に関する先進国の

一つであるスウェーデンでは、「ウインター・モデル」

の構築に取り組んでいる 14)（図-2）。このモデルは、

交通安全、アクセシビリティ（旅行速度等）、燃料消

費、腐食（凍結防止剤による橋梁等の金属腐食）、道

路管理コスト及び環境影響を貨幣価値に換算し、冬

期道路管理を最適化することを目標とした先進的な

モデルである。しかしながら、現状では各項目を計

測するサブモデルの構築段階にある 15)。 

 また、カナダ（アルバータ州）では、アセット・

マネジメントの一環として業績測定を実施している

が、冬期道路管理については対象ではなかった。そ

のため、Falls ら 16)は、幹線道路網の冬期道路管理の

業績測定について研究を実施した。これは、自動車

輌計量器から交通量と速度のデータ、アルバータ自

動車協会によるレポートから冬期路面状況に関する

データを収集し、冬期道路管理の業績評価を試行す

るものである。しかしながら、降雪量と交通量およ

び速度との関係からモビリティと信頼性について業

績測定を行える可能性を言及したにとどまっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-1 成果主義の道路行政マネジメントの実践に向 

   けた3つの柱と5つの戦略 13） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-2 スウェーデンのウインター・モデル概念 

 
 一方、我が国では、山本ら 16)が、札幌市の除雪事

業にパフォーマンス・メジャーメントを導入する方

法を提案するため、企業を対象にアンケートを行っ

た結果から冬期道路管理水準の指標を選定した。利
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害関係者の意見を聴取してアウトカム指標を検討す

るスキームは英国の RMS の手法を先進的に取り入

れた。ただし、①利害関係者として企業のみを対象

としたこと、②少数の意見から冬期道路管理指標を

設定したこと、から妥当な冬期道路管理指標が選定

されたかについてはさらに検証が必要とされる。 
浅野 18)は、ロジックモデルを用いてスパイクタイ

ヤ規制の政策評価に取り組み、道路管理コスト等の

アウトカム指標から冬期道路管理を評価する冬期道

路マネジメントシステムを提案した。今後は、ステ

ップ・指標間の因果関係を定量的に評価する取組が

期待されている。 
3.2 ロジックモデル導入による評価 

 前述の状況を踏まえ、本研究では、冬期道路管理

の業績測定を行うにあたってロジックモデル（論理

モデル）19)に着目し、分析を試みた。ロジックモデ

ルでは、原因と結果の連鎖関係を明らかにし、最初

の資源投資から、最後に受益者に起こる改善効果（＝

成果）までの道筋を表す。なお、ロジックモデルで

は、プログラム評価を行うための測定に必要な要素

を「投入（インプット）→活動（アクティビティ）

→結果（アウトプット）→成果（アウトカム）」の流

れ図を使って整理するため、各要素の因果関係を視

覚的に理解することが可能である。そのため、最終

的な成果を論理的に遡及することで政策体系が明確

に整理でき、目標に根ざしたアウトカムの特定がで

きるとされる 20)。 
 事業実施の成果が発現するまでに時間（段階的な

取組）を要する場合は、「短期」アウトカム、「中期」

アウトカム、「長期」アウトカムを設定する等、最終

的に達成しようとする目標とその過程で得られる成

果を分けて設定することが望ましい。ここで、中間

アウトカムとは、「最終目標の達成につながるが、そ

れ自体は最終目標ではないもの」、最終アウトカムと

は、「プログラムが望んでいる結果」、または、「顧客

や市民にとって重要な結果」を指す 21)。道路建設・

維持のような社会基盤整備の業務は、多くの社会目

的に貢献し様々なアウトカム指標に影響を与えるが、

手段（事業）と効果の関係が特定しにくい場合があ

り、中間アウトカムの設定によって、その明確化を

行うことが有効と考えられる 21)。 
 中間アウトカムは、通常、サービスが提供される

具体的な方法と関係する。プログラムの実施は、常

に最終アウトカムより中間アウトカムに強い影響を

及ぼす。また、中間アウトカムは、プログラムの実

施主体が管理可能な「アウトプット」から容易に導

くことができるため、外的要因によって影響を受け

ることが少なく、目標に対応しているかどうかを的

確に図るという点では重要である 22)。 
このことを冬期道路管理にあてはめると、冬期道

路管理の最終目標は、道路利用者に安全で快適な道

路交通環境を提供することであり、最終アウトカム

は、道路の安全性や移動の快適性を表し、道路交通

現象として計測可能な旅行速度や交通事故などの交

通特性や道路利用者の満足度となる。 
 
4． まとめ 
本研究では、我が国における「行政機関が行う政

策の評価に関する法律」に基づく政策評価、道路事

業における道路行政マネジメントを調査するととも

に、「ニュー・パブリックマネジメント（NPM）」と

呼ばれる諸外国での行政運営理論の実践状況を調査

し、評価（マネジメント）の基本的考え方をとりま

とめた。 また、どのような指標をアウトカム指標と

して選択すべきかの検討にあたり、政策評価に関連

する文献の調査を行うことを通じて、指標の選定に

際し考慮すべき事項、指標の水準設定に関する基本

的考え方をとりまとめた。 
以上の調査結果を基に、H23 年度から実施するプ

ロジェクト研究「冬期路面管理水準の判断支援技術

に関する研究」及び重点研究「冬期道路の走行性評

価技術に関する研究」において、具体的な指標選定

と計測試行により指標選定の妥当性検証と水準の検

討を行うなど、本研究方針研究において得られた成

果を活用して、冬期道路機能の計測・評価に必要な

評価手法の開発に引き続き取り組む考えである。 
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